
令和６年度交通運輸技術開発推進制度 新規研究課題の概要 

 

採択課題名 
低コストかつ柔軟に遮蔽回避を実現する高速ワイドメッシュＷｉ－Ｆｉの開発フ

ェーズ２中・長距離伝送 

研究実施者 株式会社ＡｉＴｒａｘ 

概要 

 

○ 本研究では、令和５年度の国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開

発機構ＳＢＩＲ推進プログラム（連結型）にて採択・開発された独自のメッ

シュＷｉ－Ｆｉ1)を最適化したファームウェアを活用し、中長距離の中継網で

集約する研究開発を行う。 

 

 

効果 

 

○ 臨海部に所在する造船所等ではＬＴＥ電波が届かないといった事象や、大型の

構造物による電波遮蔽により、業務エリアへ通信に必要な電波が届かないとい

った事象が発生している。 

 

○ 当該事象を解消するためには光ケーブルやその他私設通信網を敷設するとい

う解決策が想定されるが、その構築費用が莫大となること、塩害等により維持・

運用にも大きな負担がかかるといった課題がある。 

 

○ 本研究により、低コストかつ柔軟に遮蔽回避を実現する高速ワイドメッシュＷ

ｉ－Ｆｉを開発、通信網を構築することで上記課題が解決され、大幅なコスト

削減、生産性向上が期待される。 

 

1) メッシュ(網目）のようにアクセスポイントが相互に繋がるWi-Fiの通信形態 

2) 親機と子機間をつなぐ無線ネットワーク 

別紙 



 

採択課題名 
コスト削減、品質向上、労務環境改善等を主眼とする船舶塗装の抜本的生産性向

上を図る「高粘度液体オンデマンド吐出装置」実用化の為の新(特許)技術の開発 

研究実施者 国立大学法人東京農工大学 

概要 

○ 本研究では、シンナーなどの希釈液を用いずに、船舶の内部骨格の塗装を一

度で完了する装置を開発する。ロボットによる自動塗装を想定して開発す

る。 

 

効果 

○ 従来の船舶塗装は人手によるスプレー塗装が主流であり、シンナーで希釈し

た塗料を何度も塗ることで耐久性を高めるといった手法が採用されている。 

○  本研究で開発する装置によって、塗料を希釈せず、一度で厚塗りできる手法

が採用可能となることから、生産性が飛躍的に高まることが見込まれる。 

○ また、本研究によって有害物フリー塗料、自動塗装装置といった新しい市場

の創出や塗装技術の海外展開による日本ブランド化が期待でき、また、我が

国造船業における国際競争力の回復、雇用問題の改善等につながっていくこ

とも期待できる。 

 

 

  



 

採択課題名 全船３次元モデル生成技術及びそれを活用した設計・建造支援システムの開発 

研究実施者 国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所 

概要 

○ 本研究では、造船所における設計の効率化、製品品質の向上、施工の安全性

の向上を目的として、設計システム（下図①②）、および建造支援システム 1)

（下図③）の研究開発を行う。 

○ 従来の２次元図面主体の造船設計から３次元モデルベースの製品開発・設計

を実現するためのシステム開発を目指す。 

 

効果 

○ 国内造船所では熟練者割合が減少する中、製品の高度化、複雑化、顧客への柔

軟なカスタム対応、短納期対応の要求など設計部門への負荷が高まっている。 

○ 本研究成果により、製品開発段階や設計工程の上流からの３次元モデリングを

実現し、設計リードタイム短縮・フロントローディング、製品の品質・安全性

向上などの新たな付加価値を生むことが期待される。 

1) 全船荷重・構造一貫システムおよび搭載シミュレータ  

2) ２次元図面データを基に全船３次元モデルを自動生成する技術 

3) 類似船の３次元モデル（Basic Design Model）を利用して新船型開発を行う設計システム 

4) 全船（船首尾、機関室、上部構造を含む）を対象とした有限要素解析モデル 

 


